
平成２０事業年度の財務諸表について

平成２０事業年度の財務諸表が，平成２１年９月１日付けで文部科学大臣より承認

されました。

財務及び経営状況は，別紙「平成２０事業年度決算の概要」をご参照ください。平

成１９事業年度との増減の主な理由も記載いたしましたが，学生寄宿舎の新築，耐震

改修，トレーニングルームの新築などを行いましたので，資産の増加となっています。

負債は，学生寄宿舎新築を目的とした民間金融機関からの長期借入金を新規に受け入

れたなどによる固定負債の増加が主な要因となっています。

なお，当期総利益のうち，目的積立金として文部科学大臣の承認を受けたものにつ

いては，教育研究環境の整備に使用する予定です。

豊橋技術科学大学は，技術科学に関する研究，教育とそれらを通して社会に貢献す

ることを使命としており，その基本精神は「技術を究め，技術を創る」という言葉に

凝集されています。この基本精神のもと，次の時代を見据えて，自動車など我が国の

基幹産業を支える先端技術と，環境技術などこれからの持続的発展社会に求められる

先導的技術を２本の柱として研究，教育関連組織を再編します。平成２１年度は第１

期中期計画期間の最終年度となることから第２期中期計画期間に向け，さらなる経営

努力に努めてまいりますので，今後ともご支援，ご理解を賜りますようお願い申し上

げます。

国立大学法人 豊橋技術科学大学

学長 榊 佳 之



別 紙

１ 財政状況【貸借対照表より】 （単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部 純 資 産 の 部

（１） 資産の部は，約１億３千万円増加しています。固定資産は，学生宿舎の建設及び耐震改修等の投資額が

減価償却を上回り約３億４千万円増加しました。流動資産の減少は，目的積立金の取り崩しによる普通預

金の減及び精算払の外部資金等に係る未収入金の減少が主な要因です。

（２） 負債の部は，約２億７千万円増加しています。未払金の増加が主な要因です。

運営費交付金，寄附金，複数年契約の受託研究等が負債として整理されるため，毎年増減が生じます。

（３） 純資産の部は，約１億４千万円減少しています。利益の減少が主な要因です。

２ 経営状況【損益計算書より】 （単位：千円）
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